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1　 目的

　学習指導要領 D
で は，「生 きる力 をは ぐく

む こ とを 目指 し ， 基礎的 ・基本的な知識及び

技能 を習得 させ ，
こ れ らを活用 して課題 を解

決す るた め に必 要 な思考力 ， 判断力，表現力

等を は ぐ くむ と ともに ， 主体的に 学習に 取 り

組む 態度 を養 うため，言語活 動 を充実す る こ

と」 と し て い る 。 特 に ， 理 科で は概念 ・法則 ・

意図 な どを解釈 し，説明 した り活用 し た りす

る言語活 動が大切 で ある と考え ， そ れ らの 言

語活動の 在 り方 に っ い て，実践的に明 らか に

す るこ とを 目的と した。

2　 研究の 内容 と方法

（1 ）実践単元 第4 学年 「もの の 温度と体積」

（2 ）言語活動に つ い て

　理 科授業に お い て は ，
一単位時間 の 中に以下

の 2 つ の場面 で の 言語活 動が 重要 で あ る 。

　 ・見通 しを確 か にす る言語活動

　 ・
見方や考え方 を確か にす る言語 活 動

　 こ の 中で ， 「話す」 「聴 く」 の 交流を重視 し

それ を支 えるため の 「書 く」活動を 取 り入 れ る 。

（3）交流 を重視 した言語活動 と科学用語

　交流 を重視 し た 言語活動で は，は じ め に 「考

えを表す （書 く）」 こ とを行 い ，さ らに少 人 数

で 一度 「考 えを伝 え合 う （交流 1）」 よ うにす

る 。 そ の 後 ，
全 体で 「考え を高め る （交流 2）」

交流 を行 う。最後に，「高ま っ た考 えを表す （書

く）」 よ うにす る。こ の 言語活動中で ，見 通 し

を確か に し た り，科学的な見方や 考え方に高め

た りして い くために ，「科学用語」 を用 い なが

ら，思考 ・表現で きるよ うにす る 。 本研 究で は，

特 に以 下の 用語を 「科学用語 」 と し て 捉 え た 。

温嵐 温め る，冷やす，体積，ふえる，へ る

3 　実践の 実際

（1）学習過程
  試験管の 口につ い た石けん膜が膨らむ事象を見て，空気の温度と体積変

化の関係につ いての予想を交流する　→ 見通しを確かにする言語活動

  　予想をもとに空気の温度と体積変化について調べ る

  実験結果をもとに，イメ
ージ図を描き，空気の温度と体積変化につ いて

の考えを交流する　→ 見方や考え方を確かにする言語活動

  発展的な事象を見て， 空気の温度と体積変化について説明する

　都 甲 ら
2 ）

は，概念形成 が取 り上 げる実 験道

具の 相違に よ っ て 影響 を受 け，特に ア フ ォ
ーダ

ン ス の 認識の 視点か ら，空 気の 体積変化 は，ド

リン ク ゼ リーの 容器 （パ ウチ パ
ッ ク）が有効で

ある こ とを明 らか に し て い る 。 そ こ で ，本研究

で は ，パ ウチ パ ッ ク を用 い る こ とに した 。

（2 ）学習指導の実際 〔特に見方や考え方を雜かにする言語蓿動の場面で｝

　実験結果 を発表す る際に，「大 き くな っ た 」

「小 さ くな っ た 」 「ふ く らんだ 」 「縮ん だ 」 と

い う言葉 を 「窒匁 を冷やす と，体積は竺 」

「空気 を温め ると，体積 はふ え る 」とい う「科

学用語 」 で 考えさせ る よ うに した。その後，

以下 の よ うなイ メ
ージ図 を描い た （書 く）。

旺遮 白白麿 
　こ の イ メ ージ図をもとに，まずは ペ ア交流

では， 自分の 考え を説明する中で 数の 変化で

ない 方 が説 明 しやすい こ とを見つ け，手を広

げる と い う考え方で ある とい うこ とを 「科学

用語 」 を用い て ，説 明する こ とが で きた （交

流 1 ）。ま た ，考 えを 高め る た め の 全体交流

で は，冷やす と空気 そ の もの の 大き さは変わ

らな い で 縮む こ と を 「科学用語 」 を使 っ て ，

説明す る姿 が見 られ た。（交流 2 ）最後に ，

本時の 学習 を 「空気 は温度が変わ る と体積が

変わる。空気を温 め る と体積はふ え る。冷や

す とへ る。」 とま とめ るこ とが で きた （書く）。

4 　考　察

　見方や考え方 を確か にす る言語 活動 を取 り

入れ ，「考え を表 す 」 「考 えを伝 え合 う」 「考 え

を 高め る」 よ うに した こ とで，もの の 温度 と体

積 の 関係 につ い て，イ メ
ージ図で 表 しなが ら，

概念形 成 を行 い なが ら，自分の 考えを高め る こ

とが で きた 。
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